
『まちづくりカフェ』の歩み 
私たちの身近な情報や、みなさんが最期まで住みなれた地
域で自分らしく、安心して暮らし続けるには何が必要なの
か・・・。お茶やお菓子を食べながら、語りあう場所『ま
ちづくりカフェ』は平成28年6月に始動しました。  
北海道教育大学函館校国際地域学科地域協働専攻 齋藤征
人准教授による講演、進行のもと意見交換会を行いました。
(Ｈ29年度のまちづくりカフェSEASON-2でも引続き、講演
及び助言を頂いています) 

３回目からは、参加者の要望により中高生が参加し、開催
数３回の予定が６回に増加。ここからは中高生のフレッ
シュな想像力や発想の力を借り、活発な意見交換が行われ
ました。 

６つのプロジェクトが誕生し、チームごとに話し合いが始
まりました。【うたごえプロジェクト・物作りカフェプロジェク
ト・自給自足プロジェクト・遊びにおいでよ相談所プロジェクト・ 

なんでも役場プロジェクト・地場産市場プロジェクト】 

最終日のプロジェクト発表会では、投票により大賞・準大
賞プロジェクトが決定！最後に参加者への『まち部証』授
与式が行われ、ちょっとおとなの部活動が発足しました。 

３月、まち部主催『まち部発足パーティー』が行われチー
ムごとにオリジナルカレーを作り、本日の一番美味しいカ
レーを決定。学業や就職の為、まち部を離れる学生を激励
しました。  



『まちづくりカフェ-SEASON２-』は平成29年6月、まち部及び新メン
バーを迎え、齋藤准教授による講演を頂きました。前年度の『まちづ
くりカフェ』を振返り、地域に必要なプロジェクト実践(試行)にむけて
動きはじめました。 

２回目からは、前年度大賞プロジェクト『物作りカフェ』チーム・準
大賞プロジェクト『自給自足』チーム・今年度新たにできたプロジェ
クト『保健室』チームに分かれ、実践(試行)にむけての話し合いが行わ
れました。                          

※『保健室』チーム･･･大賞・準大賞プロジェクトではなく、前年度の
流れをくんだ新しいプロジェクトチームです。  
３回目も積極的な意見交換が行われ、いよいよプロジェクト実践(試行)
日が決定しました！！！ 

各チームの１回目の試行が行われました。 

『物作りカフェ』チーム･･･漬物・いももち・かたこもち 

『自給自足我々はゴメ隊』チーム･･･０円食堂 

『江差ウォーカーズ』チーム･･･歩いてみよう！ 

4回目は試行をやってみてどうだったか？自分達の活動をグループで評
価してみました。その後、得たものは？改善点は？次回はこんなふう
にするよ！など意見交換が行われました。 

5回目は今年度の取り組みをつなげていくために、各チームがプロジェ
クト試行についての概要・成果・課題・抱負を話合い、12月開催「成
果報告会」の準備をしました。                     

6回目は今年度の取り組みと成果についての発表会を行いました。平成
28年度はプロジェクトを考え、平成29年度は、プロジェクトの試行を
しました。皆さんの思いが詰まったプロジェクトは平成30年度はどん
な宝になるのでしょう！乞うご期待！ 

参加者の皆さんの企画により、まち部カレーパーティー及び激励会が
行われました。パーティーの様子は役場１階、階段入口左側にて展示
中です。ぜひご覧ください！！ 

1回目6/9(金)   

2回目7/14(金 )   

3回目9/8(金)   

  

4回目10/13(金 )   

５回目11/10(金 )   

６回目12/12(金 )   

3/10(土 )   



• 共感する。 
• これまでの常識や経験にこだわ
らない。 

• 少数意見をおもしろがる。 

• 多様な意見を出し合う。 

• 結論をいそがない。 

前向きに議論を

進めるための 
お約束 

•【互助体制】         

小さな困りごとならば、住民
間でやりくりし合いながら、
支え合える体制づくりを目指
します。 

•【特技を活かした新体制】   

さまざまな得意技を持つ地域
住民のコラボによって、新た
な互助体制を確立することを
目指します。 

•【本格稼働】         

まち部が提案した企画・事業
が地域住民の利便を向上させ
る大切な地域資源として、本
格稼働することを目指します。 

目標 


